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問　

医
療
費
無
料
年
齢
引
上
げ

は
、
今
予
算
で
小
学
校
卒
業
ま
で

の
入
院
に
つ
い
て
は
、
無
料
化
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
妊
婦

検
診
の
全
て
を
無
料
化
す
る
こ
と

に
つ
い
て
も
、
４
月
か
ら
実
施
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
三
に
わ
た
っ
て
要
請
質
問
を

し
て
お
り
ま
し
た
以
上
２
点
の
質

問
は
、
前
進
し
て
お
り
ま
す
の
で

今
回
は
取
り
上
げ
ま
せ
ん
。

　

福
浦
小
学
校
通
学
路
の
安
全
対

策
に
問
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
福

浦
小
の
通
学
路
に
は
、
耳
谷
字
平

藤
に
２
ケ
所
、
幼
稚
園
の
後
ろ
、

女
場
字
山
神
前
な
ど
、
そ
そ
り
立

つ
崖
の
直
下
に
な
っ
て
い
る
道
路

が
あ
り
ま
す
。

　

小
さ
な
落
石
が
煩
雑
に
あ
り
ま

す
。
大
き
な
落
石
で
い
つ
事
故
が

あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
危
険
場

所
で
す
。
早
急
に
対
策
を
講
ず
る

べ
き
で
す
。

答　

緊
急
に
応
急
対
策
を
講
じ
た

上
、
09
年
度
で
詳
細
調
査
、
10
年

度
よ
り
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
を
大
切
に
す
る

南
相
馬
市
に 渡部寛一議員

対策が急がれる崖

問　

新
し
い
南
相
馬
市
の
姿
が
見

え
る
雇
用
創
出
が
大
切
。
本
市
の

強
み
産
業
の
機
械
製
造
分
野
を
始

め
、
成
長
が
期
待
さ
れ
る
環
境
・

医
療
・
介
護
・
子
育
て
・
農
林
水

産
等
へ
の
労
働
移
動
を
考
慮
し
た

戦
略
的
な
雇
用
拡
大
が
重
要
で
は

な
い
か
。

答　

中
長
期
的
に
企
業
自
立
へ
つ

な
が
る
支
援
事
業
を
め
ざ
す
。
特

に
基
幹
産
業
の
農
林
業
の
後
継
者

育
成
、
中
小
企
業
の
経
営
安
定
・

業
務
拡
大
に
資
す
る
支
援
を
実
施

し
た
い
。
医
療
・
介
護
・
子
育
て

等
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
事
業
者

問　

道
路
用
地
取
得
の
経
過
に
つ

い
て
問
題
の
あ
っ
た
江
垂
の
道
路

用
地
は
、
今
ど
の
よ
う
に
お
取
り

組
み
に
な
ら
れ
て
お
る
か
伺
う
。

答　

庁
内
関
係
課
の
課
長
・
係
長

に
よ
る
利
活
用
策
に
つ
い
て
の
検

討
会
議
を
重
ね
た
現
時
点
で
事
業

効
果
等
を
見
い
出
す
事
業
が
な
い

た
め
前
の
地
権
者
に
買
い
取
り
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
地

権
者
に
購
入
の
可
能
性
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
現
在
は
買
う
こ
と
は

出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
行
政
は

引
続
き
理
解
を
得
る
よ
う
努
力
を

す
る
考
え
で
あ
る
。

問　

江
垂
住
民
も
知
ら
な
い
、
当

時
行
政
区
長
も
全
然
聞
い
て
な

い
、
勿
論
地
域
説
明
会
の
一
度
も

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
市
の
振
興

計
画
に
も
な
い
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
行
政
は
河
川
敷
地
内
に
駐
車
場

は
用
地
購
入
後
と
し
て
い
た
が
河小高江用水路の川房箱樋

と
協
議
、
検
討
す
る
。

問　

農
業
に
期
待
が
高
ま
る
今
こ

そ
市
の
方
針
を
決
意
を
鮮
明
に
す

る
農
業
基
本
条
例
を
制
定
し
て
振

興
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

農
業
振
興
プ
ラ
ン
の
着
実
な

実
行
を
踏
ま
え
条
例
制
定
に
つ
い

て
も
早
急
に
前
向
き
に
検
討
す

る
。

問　

小
高
江
用
水
路
の
改
修
計
画

を
早
急
に
策
定
し
実
施
す
る
べ
き

基
本
条
例
制
定
で

農
業
の
大
前
進
を 志賀稔宗議員

不
用
財
産
の
実
態
と

処
分
に
つ
い
て 西 銑 治 議 員

川
内
に
駐
車
場
は
以
前
に
出
来
て話題となっている真野川河川敷

一般質問
質問順に掲載しています。
また、内容は紙面の都合で要約しています。

３月10日・11日・12日

問　

県
道
の
蛯
沢
字
大
又
の
崖
も

対
策
を
急
が
せ
る
こ
と
を
。

答　

県
に
強
く
要
請
を
し
て
い
き

ま
す
。

い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

あ
の
土
地
が
あ
の
状
況
で
あ
る

こ
と
は
、
市
長
の
市
政
執
行
の
信

頼
回
復
の
た
め
に
も
市
長
任
期
中

に
ぜ
ひ
解
決
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

答　

こ
の
江
垂
地
内
の
道
路
用
地

購
入
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
答
え

た
よ
う
に
、
前
地
権
者
に
再
度
買

い
取
り
願
い
す
る
こ
と
で
早
期
解

決
に
努
力
し
て
ま
い
る
考
え
で
あ

る
。

だ
。

答　

緊
急
を
要
す
る
川
房
の
基

幹
施
設
は
24
年
に
保
守
工
事
を
予

定
。
他
に
つ
い
て
も
土
地
改
良
区

と
協
議
し
水
利
保
持
を
図
る
。

問　

小
高
商
店
街
活
性
化
の
た

め
、一
日
も
早
い
小
谷
橋
改
修
を
。

答　

長
寿
命
化
計
画
を
調
査
中
で

あ
る
。
補
修
、
架
け
替
え
の
整
備

手
法
も
含
め
計
画
策
定
の
中
で
明

確
に
す
る
。
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受理番号 件　　　名 請願者氏名 議決状況

請願１

福島県最低賃金の
引上げと早期発効
を求める意見書の
提出について

日本労働組合総連
合会福島県連合会
原町地区連合
議長　藤田　幸一

採　択

請願２

雇用を守る緊急対
策及び労働法制の
改正を求める意見
書の提出について

日本労働組合総連
合会福島県連合会
原町地区連合
議長　藤田　幸一

採　択

○請願・陳情の提出をされる方へ。
　 　次回の６月定例会においては、６月３日㈬午後４時までに提
出して下さい。

議案番号 件　　　　名 提出者氏名 議決状況

１
福島県最低賃金の引上
げと早期発行を求める
意見書

小川尚一 原案可決

２
雇用を守る緊急対策及び
労働法制の改正を求める
意見書

横山元榮 原案可決

３
障がい者自立支援法の
抜本的見直しを求める
意見書

志賀稔宗 原案可決

４

平成 21年４月１日から
平成 22 年 11 月 30 日ま
での間における議会議員
の議員報酬の減額に関す
る条例制定について

小林正幸 原案可決

議員提出議案・意見書

採 択された請願 市
の
様
々
な

計
画
策
定
に
つ
い
て 櫻井勝延議員

答　

細
部
に
わ
た
っ
て
と
言
わ
れ

ま
す
と
、
全
て
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

○○
財
政
改
革
に
つ
い
て

問　

市
債
発
行
残
高
と
市
の
財
政

の
実
態
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

平
成
21
年
度
末
当
初
予
算

ベ
ー
ス
で
の
残
高
見
込
額
は
567
億
円

で
ご
ざ
い
ま
す
。
自
主
財
源
比
率
が

対
前
年
度
比
3.3
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問　

567
億
円
と
は
、
人
ロ
一
人
当

80
万
円
位
に
な
り
、
3.3
ポ
イ
ン
ト

減
と
は
13
億
3
千
万
円
減
か
と
思

う
が
、
自
主
財
源
確
保
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

人
ロ
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い

現
状
に
お
い
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
担
税
力
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま南相馬市総合計画

す
。
行
政
経
費
の
削
減
と

今
後
実
施
す
る
事
業
も
人

ロ
減
少
を
見
据
え
て
、
事

業
量
を
十
分
見
極
め
、
歳

出
面
か
ら
財
源
確
保
に
も

努
め
て
い
き
た
い
。

○ 

市
政
の
透
明
性
と
情
報

公
開
に
つ
い
て

問　

部
署
ご
と
に
違
う
情

報
公
開
の
あ
り
方
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

そ
の
よ
う
な
事
案
が

あ
っ
た
こ
と
の
反
省
を
踏

ま
え
今
後
不
便
を
か
け
な

い
よ
う
対
応
し
た
い
。

平成 21年　第２回定例会での審議結果（意見が分かれた議案について掲載しました。）

議　員　名

議案等の名称

議
決
結
果

南相馬クラブ 高志会 市民クラブ 清心会 改革21 公明党
南相馬市議団 政友会 日本共産党

議員団
民政
クラブ 無会派

湊
清一

平田
武

西
一信

小林
チイ

小林
正幸

竹野
光雄

高野
光二

五賀
和雄

寺内
安規

今村
裕

宝玉
義則

白瀬
利夫

坂本
恒雄

櫻井
勝延

小川
尚一

志賀
稔宗

土田
美恵子

小林
吉久

西
銑治

渡部
寛一

郡
俊彦

田中
一正

横山
元栄

太田
淳一

市
長
提
案

条　
　

例

南相馬市行政財産使用料条
例の一部を改正する条例制
定について

可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

南相馬市職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条
例制定について

可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

南相馬市敬老祝金等条例の
一部を改正する条例制定に
ついて

可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

平成 21年度南相馬市一般
会計予算について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

平成 21年度南相馬市後期
高齢者医療特別会計予算に
ついて

可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※１　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　可　可決　否　否決　継　継続審査　欠　欠席
※２　採決の結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　○　賛成　×　反対　議　議長

問　

市
長
は
総
合
計
画
を
始
め

様
々
な
計
画
に
目
を
通
し
た
の

か
伺
う
。

　これにより、約 784 万円の削減になります。また、先の 12 月議
会で条例改正した議員の費用弁償削減分約 296 万円と合わせて、
年間約 1,080 万円の財源が有効活用されます。
　議会として、市の経済・雇用対策のために活用するよう要望致
しました。

議員報酬７％削減案全会一致で可決！




